
 

 

            

                                                                                                                                      

                                                           

              

 
 
 
          

 

◎青色回転灯講習会： １１月１４日（水）佐倉警察署から講師２名においでいただき、青色回転灯講

習会が開催され、更新者１６名、新規申請者２名の１８名が受講しました。 

 
会員寄稿 －24－  「東京ステーションホテルに宿泊して」 -中川清徳- 

 
ＪＲ東京駅。その丸の内側の赤レンガ駅舎が、５年にわたる「復原の大工事」を終え、

堂々とした外観を現した。１９１４年（大正３年）１２月に創建された建造物だが、オリ

ジナルの姿が見られるとあって東京の新しい観光スポットになることだろう。 

 日本銀行本店など著名な建物の設計者である明治建築界の第一人者、辰野金吾が日本の威

信をかけて造り上げたルネサンス様式の外観を持つ西洋風の駅舎である。重厚で風格あるたたずまいが素晴

らしい。南北２か所の塔屋ドームが際立った特徴になっており、ドームの内部は吹き抜けで、鏝（こて）仕

上げの壁面や、さまざまなレリーフを見上げるのも楽しい。当時の高度な左官の技法に感じ入る。駅舎の屋

根に葺かれているのは、宮城県石巻市雄勝（おがつ）地区で産出される天然

石のスレートである。出荷直前、３・１１大地震に遭遇し、製品の多くが津

波に呑み込まれてしまったが、地元総出で拾い集めて何とか竣工に間に合わ

せたという。 

 駅舎の中央部から南寄りの２階と３階には「東京ステーションホテル」が

入居している。創業が１９１５年（大正４年）であり、当初は鉄道省（当時）

直営で、「東京鉄道ホテル」の称号でスタートしたという。戦災で建物が焼失

したあと１９５１年（昭和２６年）に営業を再開し、都心にあるユニークなホテルとして最近まで活躍して

きた。内田百聞、松本清張などレールを題材にした文人たちが、このホテルを常宿にしていたことで知られ

る。 

 私はかつてこのホテルに何度か泊まったことがあり、思い入れの深いところだ。ここを利用したのは仕事

の利便を考えてのことで、東海道新幹線の始発列車に乗り日帰りで用を済ませるのに、まことに好都合なロ

ケーションだった。丸の内駅舎のふくげん復元に合わせ、完全リニューアルのホテルが再び営業を始めるの

を知り、昔を偲んで予約を入れてみた。しかし人気が高く、連日満室とのことだった。幸いオープン間もな

い日曜日に部屋を取ることができたので、早速妻を伴って少しばかり気持ちを高ぶらせながらチェックイン。

当日は休日の故か、やや手狭なフロントロビーは宿泊客に加えて見物人で溢れかえっていた。宿泊した３階

の部屋は皇居側に面しており、縦長の窓からは左手に東京中央郵便局、正面に丸ビル、右手には永楽ビルを

目の当たりにできる。どれも歴史的建物だが、今では超高層ビルに衣替えしてそびえ立つ。 

ベッドはシモンズ社製の大型サイズで寝心地満点だ。部屋の造作はシンプルで、白を基調とした額縁仕上

げ。清楚だが気品がある。ビジネスホテルさながらだった旧ホテルとは様変わりの印象だ。近頃オープンす

る都市ホテルはどれも現代感覚を強調したデザインだが、私はこのステーションホテルの雰囲気のほうが好

きだ。ホテルの係に確認したところ、「内装や家具は全てイギリス人デザイナーの手によるもので、ヨーロ

ピアンクラシックしつらいで統一しています」と、得意気な答えが返ってきた。駅舎中央部の三角屋根の中

はホテルの朝食会場になっており、吹き抜けを利用した広い空間には大屋根か

ら差し込む太陽光が満ちて開放感がある。朝食はとても快適だった。 

 丸の内駅舎は有形文化財に指定されており、復元されたとは云え新築ではな

い。しかしホテルは最新の機能を備え、セキュリティも確保されている。この

ホテルが質の高さで評価されることを期待したい。 

（平成２４年１１月１１日、記） 
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